
年度 学年 教科 授業数／週

令和8年度 １年 理科 3

評価基準

教科書

啓林館「未来へひろがるサイエンス１」

補助教材

正進社「理科の完全学習１年」

年間指導目標

　問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、【規則性、関係性、共通点や相違点、分類するための観点や基準】
を見いだして表現すること。
　物質やエネルギー、生命や地球に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

思考
・
判断
・
表現

主体的に
学習に
取り組む
態度

観点

知識
・
技能

評価材料

・定期テスト
・小テスト
・実験技能テスト
・実験操作
（準備、片付け含む）

注意事項
実験は楽しいが、遊びではないことを十分に理解し、安全を考慮して進めること。また、準備、操作、片付けは仲間と協力
して積極的に行い、他人に迷惑をかけないようにすること。ケガ、器具の破損があった場合は速やかに報告すること。

アドバイス
生活の中で「なぜ？」と思われることを多く発見できるように意識するといい。授業の予習も大事だが、毎日の復習はそ
の何倍も大事である。授業後には同じ内容の設問に取り組み、知識を定着させると良い。

　知識に関して、定期テスト、小テストの課題における観
点別問題で評価する。
　技能に関して、実験の技能や技能テストで、積極的な
姿勢で正しく行えているか評価する。
　知識・技能を点数化して合算し、満点の概ね8割以上
をA評価、３割以下をC評価とする。

・定期テスト
・小テスト
・実験レポート

　各テストにおける観点別問題で評価する。
　また、実験を行う上で、目的に合った方法を考えて行
い、考察で正しい考えを導くことができているかも評価
する。思考・判断・表現を点数化し、満点の概ね8割以上
をA評価、３割以下をC評価とする。

・ワーク
・授業プリント
(定期テストごとの長いスパン
で評価を行う)
・レポート
・振り返りシート

　
　主体的に理解するまで学習に取り組む姿勢を評価す
る。
　ワークでは、丸付けと間違い直しまで行い、取り組み
状況を評価する。それを点数化し、満点の概ね8割以上
をA評価、３割以下をC評価とする。
　授業プリント、レポート、振り返りシートの取り組み状
況をそれぞれ評価する。それを点数化し、満点の概ね8
割以上をA評価、３割以下をC評価とする。


